
国際地域文化研究科／アジア・太平洋研究センター共催 

講 演 会 の ご 案 内 
 

 
アン・クマール教授はインドネシアの歴史学者として名高いが、近年はジャワとヨーロッパ 

関係史という独自の研究分野を切り拓いてきた。さらに、本年出版が予定されている新著に 

おいては、ジャワと弥生時代の日本との関係について、様々な方法論を駆使した新しい歴史 

学の構築を試みている。今回の講演会では最新書から日本とインドネシアの関係について講 

演頂く予定である。 

関心のある先生方、大学院生、学部生は奮ってご参加下さい。 
 

著書 
Surapati, Man and Legend : a Study of Three 

Babad Traditions, Leiden, (E.J.Brill), pp.421(1976). 
The  Diary of a Javanese Muslim: Religion, 

politics and the pesantren 1883-1886, Faculty of 
Asian Studies Monographs : New Series No.7, 
Canberra, pp.177(1985). 

Illuminations : Writing Traditions of Indonesia 
(with Johon H. McGlynn), New York and Tokyo 
(Weatherhill), pp.298(1996). 

Java and Modern Europe : Ambiguous 
Encounters, London (Curzon), pp.459pp(1996). 

Cultivating Japan : Rice, Genes,Languageand 
the Yayoi Revolation, Colombia Univ. Press, 2006 

 

                   

     

 

連絡先：南山大学アジア・太平洋研究センター 

        tel:052-832-3111(772)  cfas@nanzan-u.ac.jp 

演  題： “Some New Evidence regarding the Yayoi Period”      

講演者：  ｵｰｽﾄﾗﾘｱ国立大学アジア研究学部長アン･クマール教授（歴史学） 

日  時： 2006年７月 12日（水）15:30～17:00 

場  所： 南山大学名古屋キャンパス Ｊ５４教室 

                        ＊ 講演は英語で行なわれます 


